
第 3 回 地球温暖化防止のための道路政策会議  

議事概要 

 
開催日時：平成 17 年 6 月 28 日（火）18：00～20：00 
場  所：合同庁舎 3 号館 11 階特別会議室 
出 席 者：石田座長、井出委員、黒田委員（吉原代理）、藤井委員、 

中村委員、松田委員、松波委員 
      増田道路局次長、林部総務課長、日原路政課長、 

金井企画課長、祢屋地方道・環境課長、 
深澤道路経済調査室長、吉崎道路環境調査室長 他 

 
○ 主な議事概要 
 
１．前回議事概要（資料１）の確認 
 
２．事務局より、中間とりまとめ（全体構成案）（資料２）、 

中間とりまとめ概要（案）（資料３－１）、中間とりまとめ概要（案）資料編

（資料３－２）、前回宿題対応（資料４）、西大宮バイパスに伴う CO2 抑制効

果等に関する試算について説明（資料５）について説明。 
＜資料１について＞ 

 ・前回議事概要において、「啓蒙」を「啓発」に表現を改めるべき。 
 
３．中間とりまとめの概要（案）について意見交換 
（01）中間とりまとめ（全体構成案）において、自動車からの CO2 削減手段として、

①走行量の適正化、②単体燃費の向上、③走行速度の向上が挙げられているが、

エコドライブに対応した項目を入れるべき。 
（02）また、自動車交通の運用の効率化には、事故車の処理も追加すべき。 
（03）PDCA のため、CO2 排出量はわかりやすく理解してもらうための工夫が必要。 
（04）ロードプライシングは、ロンドンでは非常に狭い地域で行われており、そうし

たことも説明してはどうか。 
（05）「違法駐車対策」を「路上駐車対策」と表現を改めるべき。取り締まりだけで

はなく、駐車場整備を一体的に行うべき。 
（06）コンパクトシテｨーは、「中間とりまとめの概要（素案）１．はじめに」を考

慮すると、短期間で施策として打ち出すのは困難なところがある。 
（07）CO2 排出量に関する要因分析については、大胆な仮定はあるものの、国民に

は目に見える形になっており、一つの大きな成果。その際には条件を整理し、

誤解のないようにすることが必要。 
（08）CO2 排出量は、一人一人のライフスタイルの影響が大きいため、一人一人の

行動をどのようにして親環境型に促していくのか検討が必要。 
（09）中間とりまとめの概要（素案）４（２）③容量削減による人に優しい道路の実

現について、「施策のパッケージ化」というコンセプトを軸に打ち出すべき。 

資料－１ 



（10）中間とりまとめの概要（素案）４（１）①（C）について自転車が注目されて

いるが、駐輪場対策が問題となっている。 
適切な負担に基づき、整備を進めていくことが必要。 

（11）中間とりまとめの概要（資料編）図－７で、オーストリアでは CO2 排出量が

１７％減少しているが、要因や具体的内容の分析をやってみてはどうか。 
（12）中間とりまとめの概要（素案）４（１）①（d）「また、道路管理者と企業な

どが、・・・」となっているが、公的機関、教育機関も含まれることから文言

を追加すべき。 
（13）駐輪場の概念を明確化すべき。自動二輪車も含まれるのか整理が必要。 
（14）中間とりまとめの概要（素案）４（３）②ITS（高度道路交通システム）の活

用において、ユーザーの立場に立った手続きの簡素化等、車載器のつけやすい

環境の整備には今後とも取り組んでほしい。 
（15）路上駐車対策、信号制御による渋滞解消効果は大きい。 
（16）公安委員会との有機的な連携以外にも、道路の計画・構造として行政が技術的

に関わる余地は多い。 
（17）路上駐車について、必要な車もあり一掃する必要は必ずしもなく、また、一掃

することは現実的に不可能であり、街路の機能を適正に考え、まず構造上の工

夫が必要。 
（18）信号交差点を作る必要のない道路計画を策定することも重要。 
（19）機能を決め、機能に対応した構造にすることが必要。 
（20）ユーザーによる上手な自動車の使い方は、自動車利用を前提とした表現となっ

ており、中間とりまとめの概要（素案）４（１）から（３）について、人の行

動は変わりうるという前提で文章を書くべき。人と自動車のかかわり方の再考

を促す趣旨の記述にしたらどうか。 
（21）中間とりまとめの概要（素案）４（２）③容量削減による人に優しい道路の実

現については、条件があると思う。例えば、ハード面では既に広い道があるこ

とやソフト面では、ロードプライシング規制が実施されることなど。 
（22）中間とりまとめの概要（素案）（別紙－１）について、試算値は２００５年か

ら２０１２年となっているが、これらの数値目標は、京都議定書の目標達成計

画の内と外どちらに位置づけられているのか明確にすべき。 
（23）中間とりまとめの概要（素案）（別紙－１）において数値が空欄となっている

施策についても、サンプル調査を行うことにより、計測が可能となるのではな

いか。 
 
４．第四回会議について 
 ・次回は、７月２８日（木）１０：００～１２：００でお願いしたい。 


